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第
三
節 

資 
 

源 

 
白
鷹
町
は
、
資
源
と
し
て
は
、
非
常
に
貧
弱
な
極
め
て
恵
ま
れ
な
い
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
最
上
川
を
挟
ん
で
の
狭
小
な
傾
斜
地

と
、
そ
れ
に
続
く
山
地
で
あ
り
、
地
下
資
源
、
動
植
物
資
源
、
河
川
資
源
共
に
、
極
め
て
乏
し
い
。
こ
れ
は
地
質
構
造
と
地
形
が
、
主
な

要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

１ 

地 

下 
資 
源 

 

鉱
山
に
お
い
て
は
、
現
在
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
鉱
山
業
者
に
よ
っ
て
各
所
で
試
掘
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
資
質
の
劣
悪
と
、
埋
蔵
量
の
僅
少
の
た
め
、
採
算
が
と
れ
ず
事
業
と
し
て
発
足
し
な
い
で

終
わ
っ
て
い
る
。 

過
去
に
お
い
て
、
極
め
て
少
規
模
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
金
山

か
ね
や
ま

」
な
る
も
の
の
存
在
し
た
こ
と
が
、
古
記
録
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
掲
げ
る
。 

 

臼
ケ
沢
金
山
（
銀
） 

黒
鴨
荒
山
金
山
（
不
明
） 

高
玉
山
金
山
（
不
明
） 

西
田
尻
山
金
山
（
銀
？
） 

 

 

鉱 
 

山 
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鈴
木
家 

文

書 
「
金
山
」
と
い
っ
て
も
、
金
を
産
出
し
た
も
の
で
な
く
、「
鉱
山
」
の
意
で
あ
る
。
臼
ケ
沢
金
山
は
、
宇
須
ケ
沢
金
山
と
書
か
れ
た
も
の

も
あ
る
が
、
こ
の
金
山
は
文
亀
年
間 

 
 

 

よ
り
慶
長
の
頃
迄 

 
 

 

採
掘
さ
れ
た
こ
と
が
、
「
鈴
木
源
五
左
衛
門
由
緒
書
」 

 
 

 

に
見
え
て
い
る
。
尚
、
詳
細
は
中
世 

 
 

 
 

で
述
べ
る
が
、
そ
の
実
態
等
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。 

荒
山
、
高
玉
、
西
田
尻
の
金
山
に
つ
い
て
は
前
掲
「
小
嶋
俊
親
日
記
」
の
中
で
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
か
ら
今
日
迄
、
一
獲
千
金
を
夢
見
る
数
多
く
の
「
鉱や

山
師

ま

し

」
に
よ
っ
て
、
各
地
で
試
掘
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

成
功
し
て
い
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
「
バ
ク
チ
」
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る

 

。 

又
、
明
治
以
降
十
王
・
滝
野
・
高
岡
で
も
「
鉱
山
穴
」
が
掘
ら
れ
て
い
る
。 

滝
野
鉱
山
は
、
大
正
の
初
期
と
、
昭
和
八
年
か
ら
昭
和
二
十
三
年
頃
ま
で
掘
ら
れ
て
い
る
。
含
有
物
は
金
・
銀
・
銅
で
結
果
と
し
て
は

資
金
の
面
、
含
有
量
の
点
で
永
続
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。 昭

和
年
代
の
採
掘
は
、
西
田
尻
小
林
久
蔵
氏
に
よ
る
も
の

で
、
鉱
石
は
日
立
に
送
ら
れ
処
理
さ
れ
た
。 

黒
鴨
石
は
黒
鴨
及
び
深
山
に
流
れ
出
る

黒
沢
川
一
帯
に
産
す
る
石
で
、
観
賞
用

の
庭
石
・
盆
石
と
し
て
珍
重
さ
れ
、「
ス

ト
ー
ン
ブ
ー
ム
」
に
の
っ
て
濫
掘
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
採
収

を
禁
止
し
て
、
乱
掘
防
止
に
つ
と
め
て
い
る
。
又
、
そ
の
一

種
は
、
硯
石
と
し
て
江
戸
時
代
よ
り
利
用
さ
れ
愛
用
さ
れ
た

小
嶋
家

文

書

黒 

鴨 

石 

砂

利

、

泥

炭 
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も
の
で
あ
る
。 

経
済
の
発
展
に
伴
う
宅
地
造
成
や
、
道
路
・
建
造
物
等
建
設
工
事
の
増
加
に
よ
っ
て
、
川
砂
利
・
砂
・
土
の
需
要
が
増
し
た
。
最
上
川

に
流
れ
出
る
支
流
の
野
川
の
砂
利
も
、
盛
ん
に
採
取
さ
れ
た
。
だ
が
野
川
上
流
に
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
た
た
め
、
石
・
砂
の
流
出
が
少
な
く

な
っ
た
の
と
、
濫
採
取
の
た
め
河
床
が
荒
れ
、
ひ
い
て
は
護
岸
堤
防
迄
も
痛
め
る
お
そ
れ
が
出
た
た
め
に
、
採
取
を
規
制
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。
川
砂
利
採
取
の
規
制
に
よ
っ
て
、
そ
の
波
紋
は
、
陸
地
．
．
に
及
び
、
山
・
畑
等
を
削
り
、
又
は
掘
っ
て
需
要
を
満
す
よ
う

に
な
っ
た
。 

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
極
度
の
物
資
欠
乏
に
陥
っ
た
と
き
、
補
給
用
燃
料
と
し
て
、
箕
和
田
地
区
の
泥
炭
を
採
掘
し
使
用
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
質
と
量
に
お
い
て
劣
少
の
た
め
中
止
さ
れ
た
。 

生
物
に
と
っ
て
水
は
、
不
可
欠
の
必
需
品
で
あ
る
。 

白
鷹
町
の
水
資
源
は
、
決
し
て
豊
富
と
は
い
え
な
い
。
近
時
そ
の
需
要
は
急
激
に
増
加
し
、
飲
用
水
・
水
田
及
び
畑

の
灌
漑
、
工
業
用
水
等
広
汎
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

従
来
の
、
山
か
ら
流
れ
出
る
水
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
最
上
川
の
水
を
利
用
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
こ
の
傾
向
は
今
後
一
層
強
ま
ろ

う
。 

⑴ 

飲 

用 

水 

人
類
の
誕
生
以
来
、
人
は
自
然
の
湧
水
、
流
水
を
飲
ん
で
生
き
、
生
み
、
育
て
て
き
た
。
こ
の
何
千
年
、
何
万
年
と
い
う
長
い
飲
用
水

の
歴
史
が
、
今
変
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
変
え
た
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
を
契
機
と
し
て
、
特
に
昭
和
三
十
年
以
降
社
会
構
造
の
変
革
と
経
済
の
進
展
、
科
学
の
発
達
と
文
化
の
向
上
は

人
類
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
だ
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
副
作
用
が
発
生
し
た
。
人
間
に
と
っ
て
、
最
も
必

水

資

源 
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第
二
期
工
事
完
成
は 

昭
和
四
十
一
年
で
あ
る 

要
な
も
の
の
汚
染
で
あ
る
。
即
ち
、
「
公
害
」
と
称
さ
れ
る
「
落
し
子
」
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
水
は
「
生
」
で
飲
め
な
く
な
っ
た
。
必
然

的
に
、
人
体
の
保
護
と
衛
生
上
の
必
要
か
ら
、
上
水
道
の
設
備
が
叫
ば
れ
、
設
置
さ
れ
た
。 

白
鷹
町
の
上
水
道
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
現
在
、
七
九･

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
普
及
を
み
る
に
至
っ
た
。
残
る
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
、

簡
易
水
道
に
よ
る
か
、
ホ
ー
ム
ポ
ン
プ
等
の
利
用
で
あ
り
、
自
然
流
水
を
飲
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
皆
無
で
あ
ろ
う
。
昭
和
四
十
八
年
、

津
島
台
浄
水
場
が
完
成
し
た
。
こ
れ
は
実
淵
川
の
水
を
揚
げ
て
浄
水
し
、
町
内
の
工
場
も
含
め
、
白
鷹
町
民
の
飲
用
に
充
足
し
て
い
る
。 

⑵ 

灌 

漑 

用 

水 

水
田
の
灌
漑
は
、
主
と
し
て
山
よ
り
流
れ
出
る
自
然
流
水
を
利
用
し
て
い
る
が
、
水
の
足
り
な
い
東
根
地
区
で
は
、
長
井
橋
附
近
で
、
最

上
川
を
堰
上
げ
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
諏
訪
堰
と
称
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
計
画
実
施
さ
れ
た
も
の
を
、
近
代
的
に
整
備
し
た
も
の
で

あ
る 

 
 

 
 

 
 

。 

小
規
模
な
が
ら
、
流
れ
を
変
え
て
利
用
し
て
い
る
用
水
に
黒
鴨
堰
（
鮎
貝
堰
）
、
大
石
沢
堰
が
あ
る
。
最
近
水
田
耕
作
の
機
械
化
に
伴
っ

て
、
構
造
改
善
事
業
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
、
白
鷹
土
地
改
良
区
が
発
足
し
て
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
水

量
観
測
々
量
の
結
果
、
最
上
川
の
水
を
ポ
ン
プ
で
揚
げ
て
使
用
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
利
用
範
囲
は
、
蚕
桑
地
区
と
鮎
貝

地
区
の
一
部
で
あ
る
。 

都
会
の
人
に
限
ら
ず
、
吾
々
も
、
俗
塵
を
離
れ
て
自
然
の
山
野
に
憩
を
求
め
る
。
手
が
痛
く
な
る
よ
う
な
岩
清
水
が
あ
り
、
流
れ
る
汗

の
ま
ま
こ
れ
を
す
く
い
喉
を
う
る
お
す
と
き
、
し
ば
し
人
間
ら
し
い
感
慨
に
ふ
け
る
の
は
、
現
代
人
の
単
な
る
郷
愁
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

町
内
の
各
地
に
、
鉱
泉(

沸
湯)

と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
が
い
つ
の
頃
か
ら
か
あ
り
、
昭
和
四
十
八
年
、
山
形
県

生
活
環
境
部
自
然
保
護
課
が
当
町
内
の
温
泉
源
を
調
査
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 
 

鉱 
 

泉 
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白
鷹
町
か
ら
朝
日
町
に
か
け
て
の
白
鷹
火
山
西
麓
に
は
、
新
第
三
紀
中
新
世
（
一
四
〇
〇
～
一
五
〇
〇
万
年
前
）
に
海
底
に
堆
積
し
た

泥
岩
が
広
く
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
泥
岩
地
帯
に
特
有
な
ア
ル
カ
リ
性
～
弱
ア
ル
カ
リ
性
反
応
を
示
す
単
純
硫
化
水
素
泉
ほ
か
多
数
の
湧

水
が
存
在
し
て
い
る
。
現
在
は
、
白
鷹
温
泉
の
ほ
か
、
杉
山
温
泉
が
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
か
つ
て
は
勘
吾
湯
、
稲
荷
湯
、

細
野
、
黒
沢
の
湯
、
蔵
高
院
の
下
、
上
の
台
な
ど
の
各
湧
水
も
皮
膚
病
に
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
湯
治
宿
が
あ
っ
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
。 

こ
の
調
査
に
よ
る
と
当
町
内
に
は
温
泉
（
二
五
度
Ｃ
以
上
の
泉
）
と
称
さ
れ
る
も
の
は
な
く
、
す
べ
て
冷
泉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
調

査
さ
れ
た
所
と
そ
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

⑴
勘
吾
湯
、
荒
砥
乙
所
峡 

水
温 

一
七
度
Ｃ
、
無
色
透
明
で
無
臭
、
弱
酸
性
反
応
、
有
効
成
分
の
含
有
を
認
め
な
い
。
百
年
ほ
ど
前
か
ら
浴
用
に
利
用
さ
れ
た
と

い
う
。 

⑵
米
沢
川
上
流
堰
堤
下
、
十
王 

水
温 

十
七
・
二
度
Ｃ
、
淡
黄
褐
色
透
明
、
硫
化
水
素
臭
、
中
性
反
応
。 

⑶
関
寺
、
十
王 

水
温 

十
七
・
二
度
Ｃ
、
無
色
透
明
で
無
臭
、
弱
酸
性
反
応
。 

⑷
細
野
、
小
滝
越
の
谷
底 

水
温 

一
二
度
Ｃ
、
無
色
透
明
無
臭
で
中
性
反
応
。
か
つ
て
は
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
い
。 

⑸
湯
の
沢
、
滝
野 

精
査
し
な
い
。
こ
の
附
近
は
積
雪
が
少
な
く
、
杉
の
生
育
が
良
い
と
い
う
。 
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⑹
白
鷹
温
泉
、
下
山
、
現
在
浴
用
と
し
て
営
業
。 

水
温 

一
二
・
九
度
Ｃ
、
無
色
透
明
硫
化
水
素
臭
弱
ア
ル
カ
リ
性
反
応
。 

⑺
桂
沢
、
大
瀬
字
桂
沢 

水
温 
一
六･

四
度
Ｃ
、
無
色
透
明
で
か
す
か
に
硫
化
水
素
臭
あ
り
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
反
応
。 

⑻
杉
山
、
白
鷹
町
と
朝
日
町
の
境
界
不
動
沢
に
あ
り
。 

水
温 

一
五
・
二
度
Ｃ
、
無
色
透
明
硫
化
水
素
臭
、
弱
ア
ル
カ
リ
性
反
応
。 

⑼
稲
荷
湯
、
栃
窪 

水
温 

一
八
・
〇
度
Ｃ
、
微
蛋
白
石
濁
（
白
濁
）
、
硫
化
水
素
臭
、
中
性
反
応
。 

⑽
湯
の
崖
、
深
山 

精
査
し
な
い
。
鉄
分
に
富
み
黄
褐
色
で
利
用
価
値
を
認
め
な
い
。 

⑾
黒
沢
の
湯
、
深
山 

精
査
し
な
い
。
黒
沢
の
河
岸
の
泥
岩
よ
り
湧
出
、
昭
和
の
は
じ
め
頃
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
。 

⑿
蔵
高
院
下
、
黒
鴨 

水
温 

一
八
・
〇
度
Ｃ
、
無
色
透
明
で
無
臭
、
大
正
時
代
の
終
り
頃
ま
で
湯
治
宿
が
あ
り
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
。 

⒀
脇
戸
沢
、
実
淵
川
支
流
脇
戸
沢 

精
査
し
な
い
。
場
所
確
認
で
き
な
い
。 

⒁
上
の
台
、
横
田
尻 

精
査
し
な
い
。
白
濁
し
て
い
る
。
大
正
十
一
年
か
ら
昭
和
三
十
八
年
ま
で
浴
用
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。 
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飼 
 

育

動 
 

物

植 
 

物

資

 

料

２ 

動
物
・
植
物
資
源 

 

か
つ
て
田
畑
の
労
役
、
荷
物
の
運
搬
等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
牛
や
馬
は
、
耕
作

機
械
の
普
及
と
、
車
輛
の
発
達
に
よ
っ
て
、
働
き
の
場
を
失
っ
た
。
現
在
は
、
役
牛
馬

の
姿
を
見
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。 

食
糧
事
情
の
好
転
と
嗜
好
の
変
化
は
、
日
本
人
の
食
生
活
を
大
き
く
変
え
、
肉
用
と
し
て
飼
育
さ
れ

て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
源
に
、
牛
・
豚
・
鶏
が
あ
る
。
又
農
業
形
態
の
変
化
に
よ
っ
て
、
酪
農
が
盛
ん
に

な
り
、
搾
乳
用
の
乳
牛
も
飼
わ
れ
て
い
る
。 

飼
育
動
物
の
主
な
る
も
の
の
最
近
の
数
は
、
第

11
表
の
通
り
で
あ
る 

 
 

 

。 

白
鷹
町
の
総
面
積
は
一
五
、
七
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、
林
野
面
積
は
一
〇
、
二
〇
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。 

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
焼
土
と
化
し
た
都
市
の
再
建
と
、
一
般
住
宅
建
造
等
の
需
要
急
増
に
よ
っ
て

林
野
は
全
国
的
に
荒
廃
し
た
。
こ
の
た
め
、
補
助
造
林
制
度
が
昭
和
二
十
三
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
現

在
の
人
工
林
率
は
、
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
公
、
私
有
林
の
区
分
は
第

12
表
の

通
り
で
あ
る
。 

用
材
資
源
は
、
主
と
し
て
杉
・
赤
松
で
あ
る
。
そ
の
外
に
パ
ル
プ
用
材
と
し
て
、
自
然
林
の
ブ
ナ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

最
近
燃
料
革
命
と
い
わ
れ
、
石
油
・
ガ
ス
・
電
気
の
供
給
が
盛
ん
に
な
り
、
家
庭
と
言
わ
ず
、
工
場
と
言
わ
ず
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
こ

と
が
非
常
に
多
く
な
っ
た
。
従
っ
て
従
来
使
用
さ
れ
て
き
た
ナ
ラ
・
ブ
ナ
・
ク
リ
な
ど
の
薪
、
木
炭
は
殆
ど
使
用
さ
れ
ず
、
生
産
も
微
々

白

鷹

町

統
計
資
料
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た
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
山
の
緑
も
深
く
な
り
、
水
源
の
涸
渇
も
防
げ
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
い
つ
の
日
か
ま
た
、
「
う
っ
そ
う
」

と
し
た
自
然
の
山
々
と
な
る
こ
と
と
思
う
。 

昭
和
二
十
五
年
、
文
化
財
保
護
法
が
制
定

さ
れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
各
県
、
各
市

町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
文
化
財
の
保
護
条
令
を
設

け
、
国
を
は
じ
め
市
町
村
ま
で
一
貫
し
て
文

化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
と
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
当
町
で
は
昭
和
四
十
四
年
、
文
化
財

保
護
条
令
を
制
定
し
、
町
内
に
在
る
重
要
な

文
化
財
を
調
査
し
て
指
定
し
、
こ
れ
を
保
護

し
て
い
る
。
文
化
財
と
し
て
指
定
し
た
も
の
の
中
で
、「
天
然
記
念
物
」
と
し

て
保
護
し
て
い
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

・
薬
師
桜(

県
指
定
天
然
記
念
物)

西
高
玉
、
薬
師
堂
。 

エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
老
樹
で
、
地
際
の
周
囲
九
・
八
メ
ー
ト
ル
、
目
通
り
幹
囲
八

メ
―
ト
ル
の
巨
木
で
あ
る
。 

 



第一章 白鷹の自然 

第三節 資  源 

・
羽
黒
神
社
境
内
木 

杉
一
八
本
、
山
口
羽
黒
神
社
。 

・
羽
黒
神
社
大
杉 

一
本
、
山
口
羽
黒
神
社
。 

・
八
乙
女
八
幡
宮

欅
け
や
き 

一
本
、
荒
砥
八
幡
宮
（
昭
和
五
十
一
年
九
月
指
定
解
除
）
。 

・
諏
訪
神
社
杉 

二
〇
本
、
浅
立
諏
訪
神
社
境
内
。 

・
細
野
カ
ブ
ト
松 

一
本
、
細
野
。 


